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東海学院大学入学前教育

物理学（基礎編） 

学習教材（８）

東海学院大学 健康福祉学部

総合福祉学科 臨床工学技士専攻

注意

１．次の頁からの問題を解いたあと解答・解説を見て学習してください。

２．本教材では、大学入試センター試験問題を利用しています。
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問題８
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問題８ 問１の解答・解説

解答： ①

解説：

進行波の振幅を A 、波長を λ として、 
定常波の腹と節において、腹は振幅最大、節は振幅０で、腹の間隔は節の間隔に等しくて

波長/２ の関係があるから 
① 問題の図１において、与えられたある時刻から 1/4 周期後に点 A において実線と破線の

波の変位は、ともにｙ＝－A だから、合成波（定常波）の変位はｙ＝－２A。よって変

位の大きさが最大値 2A になる点 A は定常波の腹である。（正解：①）

② A・B 間距離が λ/４ なので、点 B は定常波の節で合成波の変位は ０ であり振動

しない。（×）

③ 定常波の振動数は進行波の振動数に等しい。（×）

④ B・D 間の距離は λ/２ で、点 B は節だから、点 D も定常波の節である。（×）
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